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「好き」を極める将来世代の想い
小学生で会社を起業した妖怪探究家の関本創さん、機関投資家としてのキャリアを積み 、アニメ・漫画のコスプレ女子と
して国内外で活躍、自らのブランドを立ち上げたヒカリさん、ラジコンに魅惑され、ラジコンカー世界チャンピオンに登り
つめた高畑翔輝さん。一人ひとりの「好き」を極めた彼らを相手に、自らも経営マニアを自称する機関投資家であり当社
社外取締役の中神康議がそれぞれの熱い想いを聞き出します。

関本 創 ｜ Arata Sekimoto

妖怪を語らせたら右に出るものはいない13歳の妖怪探究家。妖怪への
愛は研究だけにとどまらず、自身で妖怪本や妖怪グッズを販売してしまう
ほど。2020年に制作・販売した「アマビエ・キーホルダー」の売上でマス
クを購入し、地元の医師会や保健所に4,000枚を寄付。小学5年生の時に
「株式会社想いを創る」を立ち上げ取締役社長を務める。 

 egaku.thebase.in/

高畑 翔暉 ｜ Shoki Takahata

彼がラジコンを走らせたら、そう簡単には止まらない !10歳からラジコン
を始め、ラジコン全日本選手権3連覇、2019年にアメリカ カリフォルニア
で開催されたIFMAR 1/8 GPレーシング（ラジコン）世界選手権でも優勝。
コースや天候に合わせてタイヤや細かい部品を選び、1ミリ単位でマシン
を仕上げていく強いこだわりを持つ、世界が憧れるラジコンサラリーマン。
自身のラジコン愛をSNSで世界に発信したいと目を輝かせている。 

妖怪・ラジコン・コスプレ・経営…。
一人ひとりの「好き」

中神：今日は、それぞれの「好き」を極め
た若者3人にお集まりいただきました。
僕だけオジサンですが（笑）、皆さんと同
じように「好き」を極めていて、三度の飯
より経営を考えることが好きな経営オタ
クです。僕は大学卒業後、経営コンサル
ティング会社に就職し、お客さまの経営
を1ミリでも良くすることを20年間やって
きました。それから15年前にコンサル
タントから投資業界に飛び込みました。
自分で会社を始めるなんて思ってもみな

じてハマっています。『小学5年生がかい
た ざんねん いがい ゆかいな 妖怪事典』
（講談社）という本も執筆しました。
高畑：ラジコン世界チャンピオンの高畑
翔輝と言います。僕がラジコンを始めた
のは10歳のころで、最初は親の影響で
した。ラジコンカーが家にあって、親から
「やってみるか」と誘ってもらったことが
きっかけです。もともと負けず嫌いなの
で、結果が順位としてはっきりと出るレー
スというものが性に合っていたんだと思
います。それからレースに向けての準備
段階、マシンのセッティングも大好きで
す。レースは1周600～700メートルの

かったです。2021年6月からは、丸井グ
ループの社外取締役も務めています。
本日は、「好き」を極める皆さんの熱い想
いをうかがえる座談会になるとうれしい
です。まずは、自己紹介をお願いします。
関本：こんにちは、妖怪探究家の関本創
です。僕は小さいころから本が大好きで
した。自宅には漫画や小説、図鑑などが
たくさんあり、その時々で昆虫や恐竜な
どいろいろなものに「ハマっては飽きて」
をくり返していました。しかし、妖怪は言
い伝えが残っている「不思議」な存在で
す。そこに、人間が仮説や想像を加える
ことで成長していくところに、ロマンを感

中神 康議 ｜ Yasunori Nakagami

みさき投資株式会社代表取締役社長、2021年より丸井グループ社外取
締役を務める。「三度の飯より良い経営が好き」と言うほどの自称“経営
オタク”。大学卒業後、経営コンサルティング業界に入る。経営者と社員、
さらに株主の三位一体経営が企業価値を向上させるという固い信念を胸
に、日本を元気づけたいと本気で考えている長期投資家。

 www.misaki-capital.com/

ヒカリ｜ Hikari

コスプレで世界をつなぐ“金融女子コスプレイヤー”。国内外の金融機関
でファンドマネジャーを務める傍ら、バックパッカーや海外イベントのゲス
トで60カ国以上を駆け巡り、 世界中に数多くのファンがいる。コスプレ歴
19年間で自作した衣装は200着以上にまでおよび、2017年、Kawaiiに
特化し、海外を見据えた洋服ブランドを立ち上げた起業家。

 www.instagram.com/hikari_green/
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コースを最高時速120㎞で走って1,000

分の1秒を競う競技なんですが、自分の
イメージ通りの走りをするためにはすご
く精緻なセッティングが求められます。例
えば、ネジ1本の締め方一つで、ロール
（コーナーでの車体の傾き）が変わってし
まう。そんなところにも夢中になっていま
す。僕は、2019年にカリフォルニアで開
催された「IFMAR 1/8 GPレーシング世
界選手権」で優勝しました。これは8分
の1スケールという、ラジコンカーでは最
も大きな車体を走らせて競うレースです。
ラジコンは、F1など実際のクルマのレー
スと同じで、チームを組み、スポンサーに
ついていただいています。世界選手権は
2年に1度あり、2021年の開催予定地は
日本だったんですがコロナ禍で延期と
なってしまいました。ホームで2連覇をめ
ざしていただけに、とても残念でした。

ヒカリ：こんにちは、ヒカリです。私は今、
投資ファンドで働きながら、アニメ・漫
画のコスプレイヤーを19年間続けてい
ます。また私は海外が本当に好きで、コ
スプレしながら海外をバックパッカーで
60カ国くらい回りました。好きになった
ら極めないと気が済まない性格で、いろ
いろな二次元キャラクターの複雑な
ウィッグやコスプレ衣装を、どうやったら
三次元で表現できるかアイデアを巡らせ
たり…。そうして撮影した写真をSNSで
発信していたら海外ですごく有名になり
ました。海外のコスプレイベントにご招
待いただいた時には、10年前に私を
知ってコスプレを始めましたと言われた
り、10年前に出した写真集を大事に保
管してくれていた子から、サインを求め
られたこともありました。コスプレイヤー
は同じ「好き」を共有することで、日本だ

「突き詰めないと、気が済まない」、そう
いう姿勢がすごく大事なのです。それか
ら「仲間」の大切さ、最初は自分で研究
して楽しむのだけど、それを皆とシェアし、
盛り上がって楽しむところは共通です。
世界の「仲間」と話すことで空間を超え
る、年代を超える、そして時代も超えてい
くんですね。

「好き」をビジネスにするために
必要なもの

中神：関本くんとヒカリさんは起業もして
いるんですよね。もう少し詳しく教えてく
ださい。
関本：小学5年生の時に「株式会社想い
を創る」という会社を起業して取締役社
長になりました。きっかけは、特許を取っ
たことです。小学3年生の夏休みの宿題
で発明に挑戦したんですが、人の役に立

つモノをつくりたいと思って、お母さんに
困りごとを聞いたんです。そうしたら洗濯
の時、バスタオルが乾きづらいことに困っ
ていると聞きました。それで大きな洗濯物
の乾きを早くするという「物干し補助具」
をつくり特許を取りました。2021年に、
僕の特許を使用した商品が100円ショッ
プで発売されたので、頑張って起業して
良かったなと思っています。
ヒカリ：私は「日本製のKawaiiお洋服ブ
ランド」というコンセプトで、普段着とし
てもコスプレとしても楽しめる洋服のブ
ランドを立ち上げました。ひと昔前は、コ
スプレをするためには衣装を自分でつく
る必要があったので、最初の参入障壁
が高かったのです。裁縫の知識はまった
くなかったのですが次第にうまくなり、こ
れまでに200着以上つくりました。最近
は安価な衣装も市場に出回り、より多く
の皆さんがコスプレを楽しんでいます。
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けでなく世界規模でもつながれるんだな
と思って続けています。
高畑：僕もラジコンで、人とのつながりが
広がり、いろいろな体験をしています。 
ライバルとして戦っている人たちも、僕が
世界戦で勝つと一緒に喜んでくれて。 
ライバルだとしても、同じラジコンを極め
る仲間なんだなと、印象が変わりました。
関本：僕のまわりの妖怪について研究し
ている人や民俗学に詳しい人は、年上
の方が多いです。その方たちとは、何時
間でも話していられるし、とても楽しいで
す。同年代にはあまりいないので、妖怪
について語り合える友人がいてくれたら
うれしいなと思います。
中神：今の皆さんの話から、我々4人の
共通点が二つ出てきたような気がしま
す。経営オタクの僕もそうですが、研究し
ないとオタクになれないじゃないですか。

中神：「好き」がしっかりビジネスになって
いるんですね。高畑さんは起業に興味は
ありますか。
高畑：現在はまだレース活動に専念した
い気持ちのほうが大きいですが、ゆくゆ
くは起業したいと思っています。ラジコン
をやっている人に喜んでいただけるよう
なサービスを提供したいです。競技人口
という点で言えば、ひと昔前には全日本
選手権の出場者は100人以上いたので
すが、今はその半分くらいになっていま
す。ラジコンはお金と時間がかかるので、
外出しなくてもできるゲームに人が流れ
ているんだと思います。ただ世界選手権
で優勝したら、地元のテレビ局などから
密着取材の声がかかるようになりました。
その番組がYouTubeで配信されたんで
すけど、100万回以上再生されたような
ので、ラジコンに関心のある人は多いの
かなと思っています。

妖怪は言い伝えが残っている「不思議」な 
存在です。そこに、人間が仮説や想像を 
加えることで成長していくところに、 
ロマンを感じてハマっています。

コスプレイヤーは同じ「好き」を共有することで、 
日本だけでなく世界規模でも 

つながれるんだなと思って続けています。
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中神：起業したら、世界チャンピオンだ
から、「TAKAHATA」がブランドとして強
みを発揮しそうですね。
高畑：ありがとうございます。中神さんは
どうして起業しようと思ったのですか。
中神：経営コンサルティング会社で、担
当する会社が良い方向に変わるお手伝
いを20年間やってきて、ふと投資家もや
れるんじゃないかと思っちゃったのです。
無邪気に投資業界に飛び込んだって感
じです。起業って、無邪気でないとでき
ないですよね。失敗するんじゃないかと
思ってしまったら行動に移せない。
ヒカリ：私は上場していない会社の案件
も扱っていたのですが、リーマンショック
のころは経営が悪化する会社がけっこう
ありました。経営者が「好き」を極めて立
ち上げた会社で、すばらしいものをつくっ
ているのですが、会社の経営自体が得
意ではない職人気質の人たちも多くて。

「好き」であることはすばらしいのですが、
それをうまく会社の価値に反映できない
経営者が多いなと感じました。
中神：高度成長の時代には、皆が欲し
がるものを大量に生産して皆に届けると
いうことがすごく大事だったと思います
が、現在は物が売れない。そしてコロナ
禍もあってお客さんも来ない。どうやっ
てビジネスを続けるのか、皆困っていて
誰も答えを出せていないですよね。そん
な中、丸井グループの「一人ひとりの
『好き』を応援」するというコンセプトが
答えになるのではないかと僕は思って
います。例えばラジコンは大量生産・大
量消費するものではないだろうし、妖怪
関連の需要もそう多くないでしょう。で
も、そこにはすごく濃いニーズがありま
す。そこに関心を持っている人たちはい
くらでも体験したいし、いくらでも話した
い。そういうニーズをキャッチして会社

なく、自分自身が大好きだから続けてき
たんです。
高畑：そうですね。僕がラジコンを始め
た10歳のころは、友だちからは「ラジ
コンってオモチャでしょ」という扱いを受
けましたが、今はとても応援してくれてい
ます。勤務先の会社も、最初は「ラジコン
が趣味なんですね」という感じでしたが、
全日本選手権などの結果を報告していく
うちに、たくさん応援してくれるようにな
りました。ラジコンのレースに合わせて
会社を休む必要もあるので、会社が理解
してくれているのがとてもうれしいです。
中神：たしかに、まわりがついてくる、時
代がついてくるということはありますね。
関本くんの妖怪というのは、まだ小さい
種だけど、頑張って長く続けているうち
に理解者が増え、同世代の人が集まり、
世界にも広がっていくという順番になる
のではないかと思います。
関本：僕が調べた中では、妖怪や怪異
に関する伝説は、日本にものすごく多い
ようです。キリスト教の国などでは、神は

世界に唯一と考える一神教が主流で、
他の不思議なものは悪魔や妖精のよう
な存在とされています。しかし日本には、
たくさんの神さまがいますし、不思議な
ことは「怪異」や「妖怪」とされて伝承が
残されています。
中神：日本は八百万の神といいますよ
ね。木も神さまだし山も川も神さまで、い
ろいろな主役がいるという精神性が背
景にありそうな気がしますね。
関本：そうです。日本は言霊の国ともい
われていて、この世のありとあらゆるも
の、言葉や色などにも心、神さま、魂が宿
るという考え方があります。例えば、昔は
禊ぎ（みそぎ）といって、神さまの前に出る
前に汚れを落とすということをしたので
すが、日本人は入浴という行為でそれを
毎日しています。日本ほど頻繁に風呂に
入ることは世界ではあまりないようなの
で、そういうところでも無意識に文化とい
うか、伝承や言い伝えみたいなものがつ
ながっているのかなと思います。
中神：関本くんは本当に詳しいですね。

の価値に反映できればいいですね。

一人ひとりの「好き」が広がって、
やがて…

ヒカリ：皆さんのお話を聞いていてすご
いなと思ったのは、世の中で流行ってい
るものに飛びつくのではなく、シンプル
に「好き」だから続けているところ。私
がコスプレを始めたばかりの時は、まだ
一般的ではなかったので、誰にも理解し
てもらえなかったです。「何をやってい
るんだ」という世間の逆風がすごかった
ですし、家族からもあまり理解されてい
ませんでした。でも少数ながら、理解し
てくれる人、一緒に楽しんでくれる人が
いたのです。続けていたら、オタク文化
だった漫画やアニメ、コスプレがいつの
間にか「Cool Japan」に。私はコスプレ
をメジャーなものにしたかったわけでは

びっくりしました。これまで皆さんの熱量
を感じたことで思い出した本があります。
『「漫画少年」物語 編集者・加藤謙一伝』
（加藤丈夫・都市出版）です。青少年の
教育には漫画が良いと思い「漫画少年」
という雑誌を創刊した人の評伝で、家族
経営で漫画雑誌を発行するんですが、そ
れが日本の漫画の源流になったそうで
す。トキワ荘というアパートで、当時売
れっ子漫画家だった手塚治虫に仕事部
屋を提供し、まだ売れていない漫画家た
ちを住まわせて、そこからいろいろな 

才能が育っていったのです。僕が言いた
いのは、今や世界に誇れるカルチャーに
成長した漫画も、たった一人の編集者の
情熱、それは「好き」と言い換えることが
できると思うんですけど、そこから始まっ
ているということです。アニメやコスプ
レ、ラジコン、妖怪、何でもかまわないと
思いますが、一人ひとりの「好き」が大き
く広がって、それで世界中の人がしあわ
せになるということは本当にあると思い
ます。

現在はまだレース活動に 
専念したい気持ちのほうが大きいですが、 
ゆくゆくは起業したいと思っています。
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